
 

 

 

 

 

 

 

 

関西から被災地へ 

 
東日本大震災の被災地では、まだまだ沢山の方が仮設住宅等で生活されています。一人ぐらしの方や震災当時から不眠が続い

ている方などいろいろな悩みや不安を抱えながら生活されています。そのような中でコミュニティの場をつくることを目的に健康相

談を開催しています。みなさんの笑顔を被災地へ届けに行きませんか？ 

 

 支援地域（宮城県亘理郡山元町） 
 

 

   ★2011年2月現在   ★2014年6月現在 

 

 

 

 

 

 支援日程 

日時：2014 年 11月 7日（金）～9日（日） 
 支援内容 

  仮設・復興住宅での健康チェック、戸別訪問等 
   ※内容は現地との調整により変更になる場合があります。 

  参加費 

  自己負担 3,000 円（飛行機運賃、宿泊費、食費込み） 
    ※ボランティア参加費用については、50，000円（飛行機運賃、宿泊費、食費等） 

     の費用がかかりますが、医学生については、最大 47，000円の補助がでます。 

   ※ボランティア保険に未加入の方は、加入金 600円が別途必要です。 

   ※ご自宅から伊丹空港までの往復運賃については、各自負担になります。 

   ※申込〆切後のキャンセルについてはキャンセル料金が発生します。 

 

 

 

 

 

総人口 16,735 人 

男性       8,126 人 

女性 8,609 人 

世帯数 5,233 戸 

総人口 13,008 人 

男性 6,398 人 

女性 6,610 人 

世帯数 4,572 戸  

人口・世帯 

 

募集定員：5名 
申込〆切は、 

10月 23日（木）迄 

 

☆お問合せ・お申込み先☆ 

兵庫民医連・医学生ボランティア係  ☞E-mail ： igakusei@hyogo-min.com 
※件名に「被災地支援ボランティア参加希望」、本文に「名前・学校名・学年・年齢・性別・住所・電話番号」を入力下さい。 

－兵 庫 民 医 連－ 
 

健康チェック 戸別訪問 

参加対象 

医学生 

ボランティア活動の内容 



 
兵庫民医連では、医学生による被災地支援活動を2011 年3月～2014年9月までにのべ29回（88名が参加）行な

っています。これまでに多くの医学生のみなさんがボランティアに参加してくれています。一人一人のできることは小さ

なことかもしれません。しかし、現地での活動の一つ一つが被災地の支えになり、また被災された方々の支えとなります。

参加したみなさんの感想を一部紹介します。みなさんのご協力をお願いします。 

 

 

  

11 月被災地支援ボランティア行程表（予定） 
◆7 日（金）              ◆8 日（土）                ◆9 日（日） 

                 

                     
         

                   
          

       
※時間は変更になる場合がございます。予めご了承下さい。 

＜今後の予定＞ 

12 月被災地支援ボランティア日程予定 
 

★2014 年 12 月 12 日～13 日（土） 仮設・復興住宅支援 

 

 

今後のボランティアの予定、これまでにおこなわれたボランティアの様子はホームページでも 

案内しています。   http://www.hyogo-min.com/  兵庫民医連 医学生  で検索。 

 

～戸別訪問でお聞きしました。～ 

●被災地の方の声 

・震災で駅、線路が流されてしまい交通手段が無くなった。早く復旧してほしい。買い物できる場所がほとんど無い。 

・住民が1/3に激減してしまい、近所とのコミュニケーションが出来なくなり、孤独感が強い。 

・コミュニティ、サロン、たまり場など皆が集まれる場所、各種イベントを行って欲しい。 

・医療機関が近くに無く、通うにも交通手段が無い。この地区だけが取り残された感じがする。 

・広島の豪雨災害などをテレビで観るたびにドキドキしてしまう。 

 

～9月のボランティアより～ 

●参加した学生さんの感想 

・学生の私にできるボランティアは大きなものではないかもしれないが、日常に戻った時に被災地の事を思い出

し周りの人に呼びかけることから始まり、再びボランティア活動に参加できたら良いと思いました。 

（三重大学1年生Cくん） 

・都道府県、市村町によって被災者への対応や工事の進め方など様々なことが異なっていた。戸別訪問や聞き取

りで住民の方々のニーズを集めて行政に意見を出して一緒によりよい方向に向かっていくことが大切なのでは

ないかと思いました。被災して3年半が経った現在も、当時のことを話すときに目に涙を浮かべながら話される

方もいて、あの時の経験は本当に凄まじいものだったのだと思いました。同時に、これからも被災された方々の

心に寄り添っていくことの大切さを感じました。                （神戸大学2年生Ａさん） 

 

・テレビで見聞きするのと実際に自分の目で見ることは大きく違うと感じました。 

                                （聖マリアンナ医科大学1年生Ｂさん）                             

 

8:00  被災地見学 

14:30  支援活動まとめ 

15:30  仙台空港出発 

17:00  伊丹空港到着 

18:45  伊丹空港集合 

19:30  伊丹空港出発 

21:00  仙台空港到着 

22:00  支援センタ-宿泊 

（健康チェック打合せ） 

 

 

7:30  被災地見学 

9:00  支援活動開始 

(健康チェック・戸別訪問など)  

17:00  感想交流  

支援センタ-宿泊 


